
解体（減築）による耐震改修検討
１．現庁舎の執務空間と機能を維持できる状態で、耐震性を上げる検討をする。
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２．耐震補強判定表

　塔屋から２階までを解体のみ行う場合。（１Ｆ、地階を残す。）

１Ｆ

ＢＦ

執務空間と機能が維持できる。

　　塔屋から３階までを解体のみ行う場合。（２Ｆ、１Ｆ、地階を残す。）

２Ｆ

１Ｆ

ＢＦ

１階と地階は、Ｉｓ値がＩｓｏ（目標値）に達せず耐震性を確保できない。

　　塔屋から３階までを解体し「補強」する場合。（２Ｆ、１Ｆ、地階を残す。）

２Ｆ

１Ｆ

ＢＦ

　　塔屋及び５階、４階まで解体し「補強」する場合。（３Ｆ、２Ｆ、１Ｆ、地階を残す。）

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

地階

執務空間に一部耐震壁を施しても、２Ｆ～地階の耐震性を確保できない。

「八代市庁舎耐震診断（補強計画追加案）報告書」より抜粋。
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地階は、機械室に補強出来ないため耐震性を確保できない。
（１階、２階の補強を地階で受けとめることが出来ないためY方向が弱くなる）
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